
別
表
第
五
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五

仙
台
空
港
の
近
傍
に
あ
る
宿
泊
施
設

で
法
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

六

福
岡
空
港
の
近
傍
に
あ
る
宿
泊
施
設

で
法
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

七

博
多
港
の
近
傍
に
あ
る
宿
泊
施
設
で

法
務
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

規

則

平成™�年›月˜日 火曜日 第�™�—号官 報
〇
法
務
省
令
第
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令

第
三
百
十
九
号
）
第
五
十
九
条
第
三
項
及
び
第
六
十
一
条

の
七
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
入
国
管
理
及
び

難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十

六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
六
の
東
日
本
地
区
入
国
者
収
容
所
等
視
察
委
員

会
の
項
担
当
区
域
内
に
あ
る
入
国
者
収
容
所
等
及
び
出
国

待
機
施
設
の
欄
第
三
号
中
「
別
表
第
五
第
一
号
及
び
第
二

号
」
を
「
別
表
第
五
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五
号
」
に

改
め
、
同
表
の
西
日
本
地
区
入
国
者
収
容
所
等
視
察
委
員

会
の
項
担
当
区
域
内
に
あ
る
入
国
者
収
容
所
等
及
び
出
国

待
機
施
設
の
欄
第
三
号
中
「
別
表
第
五
第
三
号
及
び
第
四

号
」
を
「
別
表
第
五
第
三
号
、
第
四
号
、
第
六
号
及
び
第

七
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
四
十
三
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第

九
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
基
準
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
六
年
四
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第

四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
中
「
四
十
八
万
円
」を「
四

十
九
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
二
万
五
千
円
」

を
「
二
万
六
千
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
百
一
万
円
」
を
「
百
二
万
円
」
に
、「
百

六
万
円
」
を
「
百
七
万
円
」
に
、「
百
四
十
一
万
円
」を「
百

四
十
二
万
円
」
に
、「
百
四
十
七
万
円
」
を
「
百
四
十
八
万

円
」
に
、「
百
三
十
二
万
円
」
を「
百
三
十
三
万
円
」に
、「
百

四
十
三
万
円
」
を
「
百
四
十
四
万
円
」
に
、「
百
五
十
三
万

円
」
を
「
百
五
十
四
万
円
」
に
、「
百
三
十
九
万
円
」を「
百

四
十
万
円
」
に
、「
百
四
十
九
万
円
」
を
「
百
五
十
万
円
」

に
、「
百
五
十
八
万
円
」
を
「
百
五
十
九
万
円
」
に
、「
百
二

十
六
万
円
」
を
「
百
二
十
七
万
円
」
に
、「
九
十
九
万
円
」

を
「
百
万
円
」
に
、「
百
三
十
五
万
円
」
を
「
百
三
十
六
万

円
」
に
、「
百
三
十
万
円
」
を
「
百
三
十
一
万
円
」
に
、「
百

四
十
万
円
」
を
「
百
四
十
一
万
円
」
に
、「
九
十
三
万
円
」

を
「
九
十
四
万
円
」
に
、「
八
十
万
円
」
を「
八
十
一
万
円
」

に
、「
百
二
十
万
円
」
を
「
百
二
十
一
万
円
」
に
、「
百
五
十

万
円
」
を
「
百
五
十
一
万
円
」
に
、「
二
百
万
円
」
を
「
二

百
一
万
円
」
に
、「
六
十
八
万
円
」
を
「
六
十
九
万
円
」に
、

「
八
十
二
万
円
」
を
「
八
十
三
万
円
」に
、「
六
十
四
万
円
」

を
「
六
十
五
万
円
」
に
、「
百
十
七
万
円
」
を
「
百
十
八
万

円
」
に
、「
百
万
円
」
を
「
百
一
万
円
」に
、「
八
十
五
万
円
」

を
「
八
十
六
万
円
」
に
、「
九
十
七
万
円
」
を
「
九
十
八
万

円
」
に
、「
九
十
五
万
円
」
を
「
九
十
六
万
円
」
に
、「
百
十

四
万
円
」
を
「
百
十
五
万
円
」
に
、「
百
四
十
二
万
円
」
を

「
百
四
十
三
万
円
」
に
、「
九
十
万
円
」
を「
九
十
一
万
円
」

に
、「
百
十
万
円
」
を
「
百
十
一
万
円
」に
、「
百
十
五
万
円
」

を
「
百
十
六
万
円
」
に
、「
百
十
九
万
円
」
を
「
百
二
十
万

円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
六
万
一
千
円
」
を
「
六
万
二
千
円
」に
、

「
七
万
七
千
円
」
を
「
七
万
八
千
円
」に
、「
五
十
六
万
円
」

を
「
五
十
七
万
円
」
に
、「
百
十
万
円
」
を「
百
十
一
万
円
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号

会
計
検
査
院
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）

第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
計
算
証
明
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

会
計
検
査
院
長

河
戸

光
彦

計
算
証
明
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

計
算
証
明
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
会
計
検
査
院
規
則
第

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
の
二
書
式
参
考
５
中
「繰

り
越
し
た
も
の

」
の

次
に「（

歳
入
徴
収
官
事
務
規
程
（
昭
和
2
7年
大
蔵
省
令
第

1
4
1号
）
第

3
8条
各
号
に
掲
げ
る
特
別
会
計
及
び
歳
入
に

係
る
も
の
を
除
く
。）

」
を
加
え
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
計
算
証
明
規
則
の
規
定

は
、
平
成
二
十
六
年
度
分
以
降
の
計
算
証
明
に
つ
い
て

適
用
し
、
平
成
二
十
五
年
度
分
ま
で
の
計
算
証
明
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
会
計
検
査
院
規
則
第
五
号

会
計
検
査
院
事
務
総
局
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

会
計
検
査
院
長

河
戸

光
彦

会
計
検
査
院
事
務
総
局
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

会
計
検
査
院
事
務
総
局
定
員
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
会

計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。「

千
二
百
五
十
八
人
」
を
「
千
二
百
五
十
四
人
」
に
改

め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
会
計
検
査
院
規
則
第
四
号

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

会
計
検
査
院
長

河
戸

光
彦

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則
（
昭

和
二
十
二
年
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
局
財
務
検
査
第
二
課
の
事
務
分
掌
事
項
欄
中

「
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
」
を
削
り
、「
独
立
行
政

法
人
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
及
び
財
団
法
人
塩
事
業

セ
ン
タ
ー
」
を
「
公
益
財
団
法
人
塩
事
業
セ
ン
タ
ー
及
び

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
」
に
改
め
、
同
表
第
二
局
厚

生
労
働
検
査
第
四
課
の
事
務
分
掌
事
項
欄
中
「
独
立
行
政

法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
」
を
「
独
立

行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

旧
独
立
行
政
法
人
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
機
構
の
検

査
の
事
務
分
掌
に
つ
い
て
は
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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